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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

（注）当社は第２四半期の業績開示を前連結会計年度より行っているため、平成25年３月期第２四半期の増減率については記載をしておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 5,848 6.7 △120 ― △206 ― △258 ―
25年3月期第2四半期 5,481 ― △50 ― △212 ― △262 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △172百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △355百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △45.62 ―
25年3月期第2四半期 △47.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 7,854 385 4.9 67.98
25年3月期 7,895 558 7.1 98.39
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  385百万円 25年3月期  558百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,947 10.8 52 ― △93 ― △152 ― △26.88



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半
期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 5,677,000 株 25年3月期 5,677,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 53 株 25年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 5,676,961 株 25年3月期2Q 5,544,213 株
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（１）経営成績に関する説明 

  当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日～９月30日）における世界経済は、新興国では中国やインドを中

心に伸び悩みましたが、欧州では財政問題がくすぶるものの持ち直しの傾向が見られ、米国や日本では穏やかな景

気拡大が続きました。このような経済環境のもと、当社グループでは、主力２分野である自動車部品事業分野およ

びエアコン・冷蔵庫等家電関連事業分野とも売上は好調に推移しましたが、収益面では、中国子会社工場で生産し

たエアコン・冷蔵庫関連の日本向け製品が元高・円安の影響を大きく受け、中国国内の労務費の上昇と相まって元

ベースでの製造コストが円換算で大幅に上昇したことが大きな収益悪化要因となりました。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比6.7%増の5,848百万円となりました。営業損失は120百万円（前

年同期は営業損失50百万円）、経常損失は206百万円（前年同期は経常損失212百万円）、四半期純損失は258百万

円（前年同期は四半期純損失262百万円）となりました。 

 当社グループとしましては、為替変動リスクを踏まえ、日本向け家電関連製品については、中国子会社から日本

国内子会社への生産移管を進めており、第４四半期から徐々に生産が始まる予定です。また、アセアン地域につき

ましては、平成26年度第１四半期からタイ工場を稼働するべく建設中です。今後は、日本、中国、タイの３拠点で

の生産体制を早急に確立し、生産・供給の最適化を構築していきます。  

   

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は 百万円（前連結会計年度末比 百万円の減少）（前連結会

計年度末比 ％減）となりました。これは主に受取手形及び売掛金などの減少によるものであります。 

負債につきましては 百万円（前連結会計年度末比 百万円の増加）（前連結会計年度末比 ％増）となり

ました。これは主に支払手形及び買掛金などの増加によるものであります。 

 なお、純資産は、四半期純損失 百万円の計上により、 百万円（前連結会計年度末比 百万円の減少）

（前連結会計年度末比 ％減）となりました。また、自己資本比率は ％（前連結会計年度末比 ポイント

減）となりました。   

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末よ

り 百万円減少し、 百万円となりました。  

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

  営業活動の結果獲得した資金は、 百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失 百万円及

びたな卸資産の増加額 百万円等の資金の減少がありましたが、減価償却額 百万円、売上債権の減少額 百万

円及び仕入債務の増加額 百万円等による資金の増加によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

 投資活動の結果使用した資金は、 百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 百万

円等によるものであります。  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

  財務活動の結果使用した資金は、 百万円となりました。これは主に、長期借入れによる収入 百万円及び長

期借入金の返済による支出 百万円等によるものであります。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の連結業績予想については、第２四半期の業績と為替の大幅な変動を踏まえて、売上高は引き続き底堅く推

移するものと見込まれるものの、中国子会社から日本の子会社への一部生産移管や経営体質の改善の進捗状況等も

勘案し、本資料において平成25年５月８日に公表しました通期の業績予想数値を修正いたしました。 

 詳細につきましては、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

7,854 41
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 735,970 650,534

受取手形及び売掛金（純額） 2,449,553 2,391,535

商品及び製品 657,013 843,115

仕掛品 800,488 754,383

原材料及び貯蔵品 674,984 644,565

その他 177,155 125,316

流動資産合計 5,495,167 5,409,450

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 969,976 979,337

その他（純額） 1,173,752 1,197,778

有形固定資産合計 2,143,729 2,177,115

無形固定資産 17,091 14,380

投資その他の資産 239,492 253,527

固定資産合計 2,400,313 2,445,023

資産合計 7,895,480 7,854,473

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,269,399 1,512,031

短期借入金 1,734,577 1,754,582

1年内返済予定の長期借入金 817,041 834,212

1年内償還予定の社債 50,000 25,000

未払法人税等 42,813 5,477

その他 803,268 878,932

流動負債合計 4,717,101 5,010,236

固定負債   

長期借入金 1,907,795 1,762,350

退職給付引当金 533,153 542,154

資産除去債務 22,116 22,358

その他 156,748 131,466

固定負債合計 2,619,815 2,458,329

負債合計 7,336,917 7,468,565

純資産の部   

株主資本   

資本金 591,105 591,105

資本剰余金 61,530 61,530

利益剰余金 △305,334 △564,323

自己株式 － △14

株主資本合計 347,300 88,297

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,206 9,811

為替換算調整勘定 204,056 287,799

その他の包括利益累計額合計 211,263 297,611

純資産合計 558,563 385,908

負債純資産合計 7,895,480 7,854,473
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 5,481,678 5,848,857

売上原価 4,501,508 4,968,608

売上総利益 980,170 880,248

販売費及び一般管理費 1,031,158 1,001,216

営業損失（△） △50,987 △120,968

営業外収益   

受取利息 217 90

受取配当金 1,263 1,437

助成金収入 8,800 404

その他 2,124 3,222

営業外収益合計 12,405 5,155

営業外費用   

支払利息 57,016 60,069

手形売却損 20,756 12,227

為替差損 58,157 1,271

上場関連費用 14,758 －

その他 22,807 16,629

営業外費用合計 173,496 90,197

経常損失（△） △212,078 △206,010

特別損失   

固定資産売却損 － 1,013

固定資産除却損 3,822 53

特別損失合計 3,822 1,066

税金等調整前四半期純損失（△） △215,901 △207,077

法人税、住民税及び事業税 19,302 15,761

法人税等調整額 27,007 36,150

法人税等合計 46,309 51,912

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △262,211 △258,989

四半期純損失（△） △262,211 △258,989
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △262,211 △258,989

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9,759 2,604

為替換算調整勘定 △83,925 83,743

その他の包括利益合計 △93,685 86,348

四半期包括利益 △355,896 △172,641

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △355,896 △172,641

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △215,901 △207,077

減価償却費 166,716 203,072

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,000 598

退職給付引当金の増減額（△は減少） △879 9,000

受取利息及び受取配当金 △1,480 △1,527

支払利息及び社債利息 57,016 60,069

手形売却損 20,756 12,227

為替差損益（△は益） 7,172 △1,771

固定資産除却損 3,822 53

固定資産売却損益（△は益） － 1,013

売上債権の増減額（△は増加） 368,938 211,587

たな卸資産の増減額（△は増加） △133,095 △62,361

仕入債務の増減額（△は減少） △38,848 197,983

その他 51,917 △11,074

小計 285,135 411,793

利息及び配当金の受取額 1,477 1,532

利息の支払額 △53,999 △55,778

手形売却に伴う支払額 △20,756 △12,227

法人税等の支払額 △19,972 △53,075

法人税等の還付額 1,909 34,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 193,794 326,362

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △55,241 △200,119

有形固定資産の売却による収入 － 644

無形固定資産の取得による支出 － △511

投資有価証券の取得による支出 △2,658 △3,060

貸付けによる支出 △1,340 △2,840

定期預金の純増減額（△は増加） 3,996 △19,496

敷金及び保証金の差入による支出 △23,541 △15,313

敷金及び保証金の回収による収入 637 973

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,148 △239,723

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △59,481 8,027

長期借入れによる収入 450,990 300,000

長期借入金の返済による支出 △373,354 △437,153

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

リース債務の返済による支出 △40,240 △35,665

株式の発行による収入 88,118 －

自己株式の取得による支出 － △14

財務活動によるキャッシュ・フロー 41,032 △189,806

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,154 △1,766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 144,524 △104,933

現金及び現金同等物の期首残高 128,124 464,067

現金及び現金同等物の四半期末残高 272,649 359,134
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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